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奥
田
ふみよ

比
例
代
表
は

と
お
書
き
く
だ
さ
い

今こそ、暮らし、平和、人権守るためブレ
ずに働きます

子どもたち
に

　生きる力
を

高市政権と
　　正面対

決
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私
は
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語
教
室
を
自
宅
で
開
い

て
い
ま
す
。
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
が
増
え
て
い
ま
す
。

少
人
数
学
級
の
実
現
、
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
で

ど
の
子
も
学
べ
る
環
境
を
願
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
は

絶
対
に
ダ
メ
で
す
。子
ど
も
た
ち
は
日
本
の
宝
で
す
。

自
治
体
が
18
歳
の
名
簿
を
自
衛
隊
に
提
出
す
る
こ

と
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
永
遠
に
戦
争
を
し
な
い
日

本
へ
、
私
は
み
な
さ
ん
と
共
に
子
ど
も
た
ち
が
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

お
く
だ

◎
暮
ら
し
と
物
価
高
対
策

・
消
費
税
は
廃
止
へ
、
今
す
ぐ
５
％
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
廃
止

・
中
小
企
業
支
援
と
一
体
に
最
賃
１
７
０
０
円
、
労
働
時
間
の
短
縮

と
自
由
な
時
間
の
拡
大

・
米
を
は
じ
め
食
料
自
給
率
の
向
上
と
価
格
保
障
・
農
家
の
所
得
補
償

◎
平
和

・
高
市
首
相
は
「
台
湾
有
事
は
存
立
危
機
事
態
」
国
会
答
弁
撤
回
し

日
中
友
好
条
約
に
基
づ
く
外
交
を

・
憲
法
の
遵
守
、
非
核
三
原
則
を
守
り
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准

す
る
こ
と

・
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
、
大
企
業
優
先
の
大
軍
拡
ス
ト
ッ
プ
し
平
和

外
交
を

◎
子
ど
も
を
大
切
に

・
学
校
給
食
費
の
無
償
化

・
少
人
数
学
級
の
実
現
と
教
職
員
の
増
員

・
学
費
値
上
げ
で
は
な
く
「
学
費
ゼ
ロ
」、
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充

◎
命
を
大
切
に

・
健
康
保
険
証
を
残
す

・
国
庫
補
助
１
兆
円
で
国
保
・
介
護
・
高
齢
者
保
険
料
の
引
き
下
げ

・
病
院
の
病
床
削
減
ス
ト
ッ
プ
、
高
砂
市
民
病
院
を
公
営
で

・
医
療
費
４
兆
円
削
減
ス
ト
ッ
プ
、
社
会
保
障
の
充
実
を

◎
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

・
男
女
の
賃
金
格
差
を
な
く
す

・
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
、選
択
的
夫
婦
別
姓
の
実
現

・
性
暴
力
の
根
絶
へ
刑
法
の
抜
本
的
改
正
、
支
援
策
を
拡
充
し
ま
す

◎
気
候
危
機
打
開
を

・
気
候
変
動
対
策
、Ｃ
Ｏ
２
削
減

・
地
震
・
豪
雨
、
災
害
時
の
防
災
対
策
強
化

・
神
戸
製
鋼
所
へ
、
ば
い
じ
ん
対
策
を
要
請

・
不
要
不
急
の
播
磨
臨
海
地
域
道
路
を
中
止
し
て
公
共
交
通
を
拡
充

◎
裏
金
議
員
の
徹
底
追
及

・
自
民
党
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
裏
金
議
員
の
徹
底
究
明
と
政
治

資
金
規
正
法
の
抜
本
改
正

・
統
一
協
会
と
自
民
党
の
癒
着
関
係
を
た
だ
し
、
政
治
の
民
主
的
発

展
と
被
害
者
救
済
を


